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In this paper, we present our preliminary design and implementation of a mechanism with a set of software
and tools to cross-browse online discussions and argumentations with linked open data accesses. The implemented
prototype is based on Linked Data and Knowledge Graph structure and it includes mechanisms which aim to realize
effective accesses to the discussion data with relations to LOD and other data sources.

1. はじめに

インターネットに基づく広い範囲からの意見集約を目指し
た合意形成支援システムCollagreeなどにより，議論の構造の
共有可能性が，社会的議論への市民参加への１つの足がかりに
なる可能性についての指摘がある [Ito 17]．実世界とインター
ネット上などのオンライン上の議論とをあわせたハイブリッド
な議論についてもその実現についての試みが報告されつつあ
る [Ito 16]．それら１つ１つの議論には興味深い，目を向ける
べきものが多くあると考えられ，ある１つの大きなテーマ内で
あれば，ファシリテーターなどをうまく動員してそれらをうま
く結びつけられる可能性も十分に考えられる．一方で，その議
論をさらに深め確実なものとするには，時期やテーマを超え，
議論の過程やその際の情勢，その後の経過などを含めて，より
広い範囲での議論の参照が重要となってくる．特に，その議論
の背景に深い歴史的背景やそれに起因する対立などがある場合
には，その重要性大きいと考えられる．
このような文脈に基づいて，社会的合意のための議論を深

いレベルで行うためには，過去の社会的合意形成問題におけ
る種々の議論がそこに適切に継承・参照されることが望ましい
[武田 13]と考えられる．社会的合意を目指す当事者の個人的
な利害関係や立場が原因となって，武田の指摘するような「囚
人のジレンマ的な状況で相互の議論を噛み合う状態になるよう
にお互いが譲歩できない状況」[武田 13]を乗り越えるための
１つのアプローチとして，過去に積み重ねられ蓄積されてきた
議論が LODのような枠組みによって再利用可能となり，社会
的合意形成における議論にすみやかに参照可能とされることが
望ましい [福田 16]．
本研究では，これらの課題に対応するための基盤として，こ

れまでに設計を進めてきた社会的合意のための議論の過程に対
する関係性の付与・閲覧支援機構 [福田 17]を複数の異なる議
論過程に拡張し，議論過程や関連するデータの閲覧支援に適用
可能にするための機構の設計の概要について述べる．本機構に
は，議論における主張間の相互関係性の記述の拡張およびその
利用をを効果的に行えるようにするために，LODに基づく関
係性の記述や拡張を議論閲覧支援機構の設計に適用可能として
おり，そのためのソフトウェアおよびフレームワークの設計に
ついてもあわせて述べる．
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2. 合意形成と議論

民主主義成立の以前から，すでにこれまでに長く議論されて
きたことであるが，人と人との間の，あるいはその集団としての
社会における合意形成の効果的な支援の必要性やその課題につ
いての議論は，民主主義にかかわり長く行われてきた議題の１
つである．効果的な議論と合意形成のための条件については，古
くはトクヴィルの議論などにもさかのぼるが [Tocqueville 40]，
フィシュキンらの熟議に基づく民主主義 [Fishkin 09] などの
文脈でも，市民の関与を単に世論調査のようなアンケートに答
える程度の浅いもので求めても「合理的無知」などにより有効
な「民意」の抽出が難しいことが言われており，社会的な合意
形成への市民の関与を高めることへの重要性と課題が議論され
ている [篠原 12]．
また，議論の論理構造の定式化については，Argumentation

および非単調推論の分野におけるDung意味論 [Dung 95] が
広く知られる．Dung意味論では議論同士の論破関係そのもの
を計算するための論理は規定せずそのフレームワークのみを規
定しているため，その個々の主張の間における矛盾関係や非整
合性を導出する論理の準備は利用者に委ねられていることか
ら，そのための枠組みとして，議論の構造を規定するオントロ
ジーやそれに基づく推論の活用が１つの可能性として考えら
れる．
オントロジー記述言語 OWLにおける推論の基盤となる記

述論理は，Linked Open Dataにおける基盤であると同時に，
効率的な推論を行うためのオントロジーの構成方法に対する
１つのガイドラインにもなる．一方で，その効率性を保つため
に推論できる内容が限定されることから，一階述語論理におけ
るあらゆる推論を許容するものではない．そのため，もしも，
記述論理を背景とした議論構造の論理的整合性検証を行おう
とすると，必然的にそのカバー範囲に限界が発生してしまう．
記述論理と一階述語論理を組み合わせた推論を行える推論器な
ども開発が進みつつあるが，それらを統合的に扱い，議論の構
造の解析や閲覧支援に用いる方法については，まだ検討の余地
が大きいと考えられる．

Linked Open Dataのテキスト文書作成時における利用を支
援するための機構の実現が進みつつあるが [Eldesouky 16]，一
方で，議論の過程や結果への理解を深めるのに役立つような閲覧
支援の実現が課題となっていた [福田 16][福田 17][Fukuta 16]．
本研究では，特にこの点に焦点を絞り，特に議論過程の概観よ
りはむしろ個々の議論における構造や関係性についての深い理

1

The 31st Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2017

1P3-4



図 1: 議論過程閲覧支援機構を用いた閲覧支援画面の例
[福田 17]

解を促すことを目的とした，議論過程やその関係性の閲覧支援
機構の設計について述べる．

3. 議論過程閲覧支援機構の設計

本研究で主に扱う議論過程は，その議論当初には実空間に
おける対面での議論が組み合わされる場合もあるが，発言の
投稿とそれに対する返信という構造を基本として，Web上に
おけるオンライン議論として構成され，それらに「いいね」等
の付加情報が付与される形で構成される [Ito 17]．議論過程で
は，ファシリテーターと呼ばれる議論の整理や進展を促す役割
のユーザにより，通常のユーザとは異なる権限により議論の方
向性などに対する調整が行われる．
図 1は，ある議論過程における議論関係を，本閲覧支援機構

のプロトタイプにより，その部分ごとに比較しながら閲覧する
ことができるようにした例である．議論関係は，本閲覧機構上
では，当初の発言・返信関係とあわせて，議論どうしの関連性
や根拠他関連データなどとの関連づけが行われ，その情報も併
せて表示できるようになっている．さらに，Carroll らで提案
された関係性そのものに IDを付与する手法 [Carroll 05]と併
用することで，それらの関連づけに対するメタなアノテーショ
ンが可能となる [福田 17]．
ここで構成した議論過程は，それ自体が（プライバシー保護

等の問題が解決されていることを前提として）LODとして構
造化され，アクセスが可能となるように，本機構により拡張さ
れる．

4. おわりに

本研究では，議論過程における関係性の拡張を扱うことの
できる機構に基づいて，議論の内容への分析や理解を深めるこ
とを支援するための閲覧支援機構について述べた．本機構の設
計では，当初の議論課過程における返信関係等の比較的簡単な
関係性を拡張し，外部の議論との関係性を追加的に付与するこ
とを可能とし，同時に，それらの関係性に基づいた閲覧を支援
できるようにした．
議論などの理解の支援では，内容要約などに代表される一

覧性の向上と，個々の議論およびその関係性やさらにその背
景となる過去の議論・歴史・経緯などに対する深い理解の支援
の，２つの方向性からの支援が重要と考えられる．本研究と，
内容要約技術などを組み合わせた統合的な閲覧支援の実現は，
今後の課題である．
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